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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
個
人
情
報
保
護
の
行
方

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
契
機
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用
に
注
目
が
集
ま
り
、
菅
新
政
権
が
デ
ジ
タ
ル
庁
創
設
や

運
転
免
許
証
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
検
討
し
始
め
た
中
、
こ
れ
か
ら
の
個
人
情
報
の
保
護
を
ど
う
考
え
る
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

九
月
か
ら
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
が
、
自
治
体
の
現
場

で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
め
ぐ

る
現
場
か
ら
、
職
員
の
生
の
声
を
う

か
が
い
ま
し
た
。　
（
本
誌
三
七
頁
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
◉

自
治
体
の
現
場
か
ら
み
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

―
―
大
阪
府
豊
中
市

菅
新
総
理
が「
デ
ジ
タ
ル
庁
」創
設
を
掲
げ
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
新
政
権
の
一
つ
の

焦
点
と
な
る
中
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
議
論
に
重
要
な
視
点

と
は
。　
　
　
　
　
　
　
（
本
誌
一
八
頁
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を

考
え
る
視
点

特
別
定
額
給
付
金
の
給
付
手
続
き
か
ら

「
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
法
」
の
運
用

が
本
格
化
し
始
め
ま
し
た
。
成
長
産

業
と
し
て
の
期
待
も
高
ま
る
医
療
分

野
で
の
個
人
情
報
の
利
活
用
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
誌
四
二
頁
）

災
害
・
緊
急
時
に
お
け
る

個
人
情
報
保
護

「
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
法
」
の
運
用
が

本
格
化
し
始
め
ま
し
た
。
成
長
産
業

と
し
て
の
期
待
も
高
ま
る
医
療
分
野

で
の
個
人
情
報
の
利
活
用
は
ど
う
な

っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
誌
五
〇
頁
）

医
療
に
か
か
わ
る

個
人
情
報
の
活
用
と
課
題

Ａ
Ｉ
に
よ
る
顔
認
証
技
術
と
監

視
カ
メ
ラ
の
利
用
は
、
監
視
社

会
化
へ
と
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。
個
人
の
暮
ら
し
の
履
歴
が

デ
ー
タ
と
し
て
収
集
さ
れ
る
現

状
の
課
題
と
は
。（
本
誌
二
七
頁
）

監
視
社
会
化
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

座談会◉

オンライン自治研
開催の意義
10月に開催予定だった青森自
治研は、新型コロナウイルス感
染症の拡大防止のために、急遽
オンラインでの開催となりまし
た。自治研活動としてもはじめ
ての新しい試みの意義について
考えます。　　　（本誌62頁）
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マイナンバーと
個人情報保護の行方

地域を支える人 中川允志さん 吉野 遥さん・香川県琴平町

監視社会化とマイナンバー制度

医療に関わる個人情報の活用と課題

自治体の現場からみるマイナンバーカード
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マイナンバー制度を考える視点
――特別定額給付金の給付手続きから

災害・緊急時における個人情報保護
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